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　　　　　　　　　　南病棟チームカンファレンス記録

平成　２１年　１２月　５日　(土)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　司会者　上野　厚子　　　記録者　川守田　弘子

	小向
	上野(厚)
	スバベイ
	戸賀沢
	竹内
	清川
	橘
	藤田
	小笠原(香)

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	年休
	○
	公休
	Ａ留守
	○
	○
	○
	公休
	深夜

	三浦
	佐々木（美）
	川守田
	平間
	藤原
	田ノ上
	畑内
	高橋
	山地

	
	
	
	
	
	
	
	
	

	年休
	準夜
	○
	休憩
	ＣＤ留守
	　公休
	深夜
	公休
	公休

	上野(雅)
	石岡
	油津
	和田
	小笠原(麻)
	出貝
	横町
	庭田
	佐々木（孝）

	公休
	公休
	ＣＤ留守
	準夜
	ＣＤ留守
	準夜
	欠勤
	深夜
	公休

	高森
	前田
	板橋
	田中
	鈴木
	盛田
	天間

	公休
	深夜
	公休
	公休
	　○
	公休
	業務


出席者は記載者が○をつける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名

する事。

＜連絡事項＞

・ケーススタディについて

２人のスタッフが10人の患者に同時に50分間関わったら、単純に平均時間を出していいのか？
→今回の調査目的からすれば、そういった算出方法は不適切であり、フラットなデータしか出てこないことになります。精神科のケアというものは、そういった単純なものではなく、例えば２人のスタッフが10人の患者に関わるときでも、話しかける時間は、患者の訴えやスタッフの患者への注意・関心度によってバラバラなはずです。それを単純に平均したとすれば、その結果の数字からは精神科看護の大変さや難しさが見えてこないことになります。その辺を理解し記入するようにして下さい。

南病棟ＩＤは「４」となります。

　※当日いるスタッフは、事前に説明の資料に目を通し、当日、スムーズに行う事が出来る様にしましょう。
＜ＳＳＴ評価・検討＞

Ａグループ

・鈴木　正長様～初めて、ＡユニットのＳＳＴに参加の為、自己紹介をして頂いています。

「いや、いいよ」と話すことありますが、行なう事できています。

· 田端　玲子様～うつむいていること多く、居眠りしている事も多く見られており、介

　　　　　　　　　入要しています。介入に対しても、ぼんやりしている様子見られて

います。目標設定もアドバイスを要しています。

【全体の総括】

　１１月の短期目標を思い出して頂き、自己評価し、１２月の短期目標の設定を行っています。目標そのものを覚えていない人もおり、スタッフ側でアドバイスをしながら進めています。毎回、ＳＳＴ終了時に自分の目標を確認して頂いたほうが良いのではと感じました。

Ｂグループ

· 角谷　育子様～初めて、ＢユニットのＳＳＴに参加の為、自己紹介をして頂いていま

す。緊張している様子見られていますが、大きな声で話すこと出来て

います。

· 西沢　正様～自ら発言すること多いが、的外れな発言も多く聞かれています。

【全体の総括】

特定の患者様からの意見は出ていますが、発言しない方、集中できずにいる人がおり、まとまりのなさ見られています。的外れな発言多く聞かれスタッフ側で軌道修正していますが仲々、修正出来ない方が多くみられています。発言出来ていることを評価していきたいと思います。

ＣＤグループ

· 和田　敦子様～落ち着きの無さ見られています。スタッフのアドバイスにより、今月

　　　　　　　　　の目標を「同じ事は何度も話さない」ということにしています。

· 吉田　光男様～スタッフのアドバイスにより、目標を設定すること出来ています。

　　　　　　　　　的外れな発言多く聞かれています。

【全体の総括】

　目標設定の際は、自ら決定できる方が少なく、助言で決めている方が殆どです。拒否的、易怒的となる方はなく促しに応じること出来ています。

· 月が変わってしまうと、先月の短期目標の内容や評価の内容が、分からなくなってしまうので、月末のアフターミーティングの「個別アプローチへの反応・モデリングの様子」の欄にその月の患者様の短期目標とその評価（点数や反省点）などきちんと書くようにしましょう。また、それに伴い、翌月の短期目標の設定に役立てていきましょう。

· 又、自分の目標を忘れてしまっている患者様が多い為、毎週、ＳＳＴの最後に振り返るようにしていきましょう。







